
天皇杯受賞記念碑と吉池貞藏氏顕彰碑
安代総合支所前で除幕式を開催

　ＪＡ新いわて八幡平花
か き

卉生産部会天皇杯受賞
記念碑ならびに吉池貞藏氏顕彰碑除幕式は１１月２１
日、安代総合支所前で開催されました。
　同生産部会は、平成27年度農林水産祭園芸部門
の天皇杯受賞記念と「安代りんどう」の品種開発や
栽培技術の確立に貢献した元安代町花き開発セン

﻿顕彰碑の前に立つ吉池さん(左）と日
影孝志市花き研究開発センター所長

ター長の吉池貞藏さん（86）＝花巻市＝を顕彰す
る石碑の除幕式を行いました。

■
市
勢
功
労
者
表
彰

◇
功
労
表
彰　
関
善
次
郎（
兄
川
）、
田

村
市
郎（
山
子
沢
）、
佐
々
木
妙
子（
仲

町
）、工
藤
伸
一（
高
宮
）、田
村
百も

と

こ
十
子

（
松
尾
）、
齊
藤
隆た
か
こ子（

日
瀬
通
）、
三
浦

富
士
子（
日
瀬
通
）、
三
浦
富
子（
日
瀬

通
）、齊
藤
厚
子（
日
瀬
通
）、髙
橋
時
夫

（
中
村
）、
服
部
正
幸（
両
沼
）

◇
特
別
表
彰　
新
岩
手
農
業
協
同
組
合

八
幡
平
花か

き卉
生
産
部
会
、永
井
健
弘（
滝

沢
市
）、土
屋
正
恵（
五
日
市
２
区
）、澤

柊
汰（
南
寄
木
）、髙
橋
勝
子（
南
寄
木
）

◇
善
行
表
彰　
関
和
弘（
荒
屋
）、
松
村

福
美（
中
関
）

◇
感
謝
状　
田
村
雅
義（
荒
屋
新
町
）、

八
幡
勇
吉（
石
名
坂
）、佐
藤
ひ
と
み（
浅

沢
第
１
）、本
宮
武
彦（
曲
田
横
間
）、畠

山
城し
ろ
し司（

荒
木
田
）、佐
藤
喜
久
治（
川
原

目
）、遠
藤
一か
ず
み三（
野
口
）、小
山
田
靜
子

（
下
町
二
区
）、米
谷
忠
充（
駅
前
一
区
）

■
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

苗
石
田
壮
年
ク
ラ
ブ
、
に
こ
に
こ
サ
ロ

ン（
間
羽
松
）、松
尾
光
彦（
下
町
二
区
）、

伊
藤
幸さ
つ
こ子（
高
宮
）、工
藤
和
子（
新
興
矢

神
）、宮
野
朋と
も
し士（

駅
前
）、菊
田
健た
け
お生（

両

沼
）、
工
藤
哲
男（
上
町
）、
伊
藤
恵
美
子

（
中
平
笠
）、
伊
藤
美
紀
子（
上
平
笠
）

■
第
20
回
記
念
少
年
少
女
の
詩

◇
江
間
章
子
賞　
▼
中
学
校　
遠
藤

美み
ゆ悠（
西
根
第
一
３
年
）▼
小
学
校
▽
高

学
年　
角
舘
咲さ
き（

柏
台
６
年
）▽
中
学
年　

小
野
寺
七な
な
み海（
一
戸
南
３
年
）
▽
低
学
年　

佐
々
木
美
織（
田
頭
１
年
）

◇
市
長
賞　
▼
中
学
校　
渡
邊
李も
も
か花

（
西
根
１
年
）▼
小
学
校
▽
高
学
年　
髙

橋
由
佳（
平
笠
６
年
）▽
中
学
年　
田
村

恭ゆ
き
な奈（

柏
台
３
年
）▽
低
学
年　
工
藤

望の
ぞ
む夢（
田
頭
１
年
）

◇
市
教
育
長
賞　
▼
中
学
校　
齋
藤

幸こ
う
き輝（

安
代
３
年
）▼
小
学
校
▽
高
学
年　

伊
藤
綾あ
や
か茄（
平
笠
６
年
）▽
中
学
年　
髙

橋
琉る

か華（
大
更
３
年
）▽
低
学
年　
工
藤

美
歩（
田
頭
１
年
）

少年少女の詩「江間章子賞」を受賞した皆さん

　
同
日
は
、
29
年
度
市
民
憲
章
推

進
大
会
と
第
20
回
記
念
少
年
少
女

の
詩「
江
間
章
子
賞
」の
授
与
式
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

少
年
少
女
の
詩 

江
間
章
子
賞

20
回
の
節
目
を
記
念
し
て
音
楽
祭
を
開
催

　
第
２０
回
記
念
少
年
少
女
の
詩
江

間
章
子
賞
音
楽
祭
は
11
月
３
日
、

西
根
地
区
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

約
３
０
０
人
の
来
場
者
は
名
誉
市

民
で
あ
る
故
江
間
さ
ん
の
曲
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
は
、
西
根
第
一
中
の
全

校
生
徒
に
よ
る
校
歌
の
斉
唱
で

開
幕
。
西
根
中
の
生
徒
や
市
内
の

コ
ー
ラ
ス
団
体（
む
ら
さ
き
コ
ー

ラ
ス
、
に
し
ね
童
謡
を
歌
う
会
、

コ
ー
ラ
ス
白
樺
、
コ
ー
ラ
ス
な
な

し
ぐ
れ
）、
岩
手
大
附
属
小
の
合
唱

部
が
出
演
し
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

を
思
い
作
詩
し
た
江
間
さ
ん
の
曲

を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
の
最
後
に
は
、来
場
者
も

一
緒
に
江
間
さ
ん
の
代
表
曲
で
あ

る「
夏
の
思
い
出
」を
合
唱
し
、会
場

内
に
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

安代総合支所前に
建立された記念碑

江間さんが作詩した校歌を合唱する西根第一中の生徒（写真
右）と岩手大附属小合唱部の児童（写真左）

ふるさとの自然に思いをはせながら作詩した江間さんの曲を
合唱する市内のコーラス団体の皆さん
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